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１ はじめに 

東海地震などの大規模災害時に，大学などの教育機関は
学生の安否状況を把握する必要がある．安否確認ハガキや
伝言ダイヤルなどの既存の安否確認手段を補完することを
目的に，インターネットを利用した学生の安否情報確認シ
ステムを試作した[1]。その後，システムの実用化に向けて，
システムの改良を行った．本稿では，改良した学生の安否
情報確認システムについて報告する．  

２ システムの概要 

インターネットで一番よく利用されているホームページ
形式で、学生の安否情報の登録、閲覧を可能とするシステ
ムである。図1に本システムの概要を示す． 
学生は，インターネットを介して学内外から安否情報の
登録を行える．教職員は，登録された安否情報から学生の
安否状況の把握が可能となる．登録されている学生の安否
情報は，インターネットを介して学生の父兄・知人などに
公開することができる． 
本システムでは，安否情報登録の対象者を大学などに所
属する学生に限定している．そこで，登録される安否情報
の信頼性を高めるため，安否情報登録時にユーザ認証を行
う．安否情報登録用パスワードを事前に決めても，災害時
の混乱や動揺によってパスワードを忘れたりすることが想
定されるため，パスワードの代わりに学生の各種個人デー
タをユーザ認証に利用する．学生に，所属する学部，学科，
学籍番号，生年月日を入力してもらい，それらを認証用デ

ータと比較し，ユーザ認証を行う． 
本システムでは，安否情報サーバへのアクセス手段とし
て、新たなインターネットアクセス手段として急激に普及
しているｉモードなどのインターネット接続携帯電話とイ
ンターネット接続可能なパソコンなどを利用する．  

３ システムの改良点 

試作システムは， Webサーバと独自にC言語で開発した
CGIプログラムを使って構築されていた．しかし，学生デー
タと安否データの管理を容易にするため，独自ファイルに
よるデータ管理を止め，データベースシステムとして
PostgreSQL，サーバサイドスクリプト言語として PHP を用
いて，システムの再構築を行った．試作システムには，学
生データの更新・削除の機能がなかったが，本システムで
は，教職員が Web 上から簡単に学生データの更新・削除が
できるように改良を行った．また，安否確認ハガキや伝言
ダイヤルに寄せられた安否情報を教職員が Web 上から安否
情報サーバに登録できる機能などを付け加えた． 

４ おわりに 

今後，本システムを試験運用しながら，更に改良を行う
予定である． 
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図１ 安否情報確認システムの概要 
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